
1970 年生まれ。パリ第 10大学（西パリ・ナンテール大学）准教授。専門はフラン
スとイタリアを中心とするヨーロッパ国際関係史。19紀末から第一次世界大戦前に
かけてのフランス・イタリア外交史研究で博士号（パリ第 10大学）を取得。
近著に Le XXe siècle : 1914-2001 (Hachette Supérieur, 2009) （Françoise Bergerとの
共著）、共編著に Acteurs diplomatiques et ordre international, XVIIIe-XIXe siècle 
(Editions Kimé, 2007)がある。

主　催 神戸大学大学院国際文化学研究科 異文化研究交流センター
 http://web.cla.kobe-u.ac.jp/group/IReC

連絡先 神戸大学大学院国際文化学研究科 坂井研究室 (kazu@harbor.kobe-u.ac.jp)
 神戸大学大学院国際文化学研究科 異文化研究交流センター
 〒657-8501　兵庫県神戸市灘区鶴甲１－２－１
 078-803-7650 （月～金　午後１時～５時）　irec@ccs-srv.cla.kobe-u.ac.jp

英語による講演。日本語通訳あり

神戸大学大学院 国際文化学研究科 異文化研究交流センター（IReC）
2009 年度プロジェクト「ヨーロッパにおける多民族共存とEU」主催

政治・宗教・文化
ヨーロッパ統合の深層
講演会

講師：ジル・フェラギュ（パリ第10大学）

1950 年のシューマン仏外相による欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC）創設の提唱から 60
年が経とうとする現在、27カ国からなる EU（欧州連合）は、リスボン条約の発効、
大統領職の創設、意思決定過程の見直しなどを通して新たな段階を迎えています。
今回の講演会では、神戸大学国際交流推進本部による「協定大学教員交流支援プログ
ラム」の支援を得て来日される、パリ第 10大学のジル・フェラギュ准教授をお招きし、
フランスの国際関係史の一つの伝統である「深層の諸力」概念（国際関係の変動を深い
ところから多面的に読み解く方法論）を通して、欧州統合の歴史と現状を考察していた
だきます。ヨーロッパ研究、国際関係論、政治学などに関心のある方の参加を歓迎します。

神戸大学大学院国際文化学研究科
Ｌ棟４階中会議室

http://web.cla.kobe-u.ac.jp/static/maps.html

阪神「御影」、阪急「六甲」、JR「六甲道」下車
市バス 16系統「六甲ケーブル下」行に乗車
「神大国際文化学部前」下車。徒歩 3分

※事前申込は不要、参加費は無料です。

ジル・フェラギュ (Gilles Ferragu) 氏のプロフィール

日 時

会 場

17:00 ～ 19:00
年 月 日（月）2010 1 25


